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FAX・押印の原則廃止に取り
組んだ学校の割合 0% 100%

不合理な手入力作業の一掃
に取り組んだ学校の割合 0% 100%

クラウド環境を活用した校務
DXの徹底に取り組んだ学校
の割合

0% 100%

3.学校から保護者へ発信す
るお便り・配布物等をクラウド
サービスを用いて一斉配信し
ている学校の割合

100%

9.１人１台端末を児童生徒に
持ち帰らせ、家庭で利用でき
るようにしている学校の割合

100%

16.職員会議等の資料をクラ
ウド上で共有しペーパーレス
化している学校の割合

100%

教育委員会及び学校が教育
DXを推進する際に取り組む
ことが望ましい項目を実現す
る上で障害となる課題

教育委員会及び学校が教育
DXを推進する際に取り組む
ことが望ましい項目を実現す
る上で障害となる課題の解決
策

校務系ネットワーク・システム
等の現状分析や、望ましい
校務の在り方に関する検討
の計画

選

択

項

目

・自治体として力を入れた
い内容をリストから選択す
る。
・選択肢はGIGAスク ール
構想の下での校務DX化
チェックリストの34項目より
作成。自己点検の結果等
を踏まえつつ、教育委員
会及び学校が教育DXを
推進する際に取り組むこと
が望ましい項目を実現す
る上で障害となる課題を
選択する。

【麻績村】　校務DX計画

共

通

項

目

・クラウドツールの未活用
やFAXでのやり取り・押印
の見直し、不合理な手入
力作業の一掃について
は、校務の効率化・ペー
パーレス化の大きな阻害
要因になっているものであ
ることに十分留意するこ
と。

課

題

と

解

決

策

の

具

体

・教職員間でのICT知識の差が学年間等で格差が生じる可能性
・小中学校間でのＩＣＴ教育への取り組み状況の差が生じる可能性

・学校ICT教育支援として、学校訪問を行い教職員らの質問や取り組みに対する支
援を業者に委託し、学校間の意識の共有を図り、教職員間の格差解消を行う。

・現行使用しているメール送信システムや校務支援システム活用して学校保護者間
の連絡体制がなされている。
・校務についてはメール等を活用しての収受を基本とし、極力FAXの使用を制限す
る。職員会等の資料も校務支援システムやGoogle等を活用し、ペーパーレスに取り
組み、会議の効率化により教職員の働き方改革につなげていくものとする。


